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山岳域の降水量分布を地上観測により把握することは極めて困難で、衛星による推定および

検証研究への期待は高い。多くの研究は雨量計データと衛星推定値の総計的誤差や衛星の過小

評価を指摘しており、客観解析データや近傍の定常観測データを使ったバイアス補正が提案さ

れている。GSMaPは 0.1度格子点間隔で時間分解能のデータを全球規模で提供し、雨量計や地上

レーダー網に乏しい大陸内陸域での降水ナウキャストにニーズが高いと考えられる。本研究は、

地上観測雨量データが充実した長野県における短時間強雨・一雨降水に着目し、GSMaP_MVKデー

タが山間地の地上降水量に対して過大・過少を引き起こす降水要因を特定した。 

本研究では、まず長野県独自で展開する 215地点の時間降水量データを 6年分収集し、GPM/DPR

が同期観測を行った強雨事例における降水の立体構造を分析し、過大・過少評価の要因を考察し

た。降水エコートップが高く、上空で降水相に多量の氷が認められる場合は GSMaPが過大推定と

なり、氷の相を含まず地上付近で暖かい雨の強化が見られる場合は GSMaP が過小推定となる事

が明らかとなった[1]。同時に、西駒ケ岳・富士見高原でメソ領域を設定し、5 年間の暖候期雨

量の集中観測を実施した。両サイトで総観規模擾乱に応じて生じる一雨積算降水量の標高依存

性は、直上の格子点で推定された GSMaPデータでは再現されていない。一方で、一雨積算降雨量

は両者間で強い相関があり、GSMaP_MVK データは一雨単位・100km スケール程度の降雨量の相対

的な変動は再現している。両サイトで過大・過少となった一雨事例には重複が見られ、GSMaPが

過大評価する事例は秋季に主要擾乱の北側で Houze(2012)の e,fタイプの地形の影響とみられる

降水時に相当し、過小評価する事例は主要擾乱の南側で卓越する降水時に相当した[2]。この結

果は[1]の条件と整合し、GSMaP_MVK の過大／過少推定の発生は総観規模擾乱の寒域／暖域に依

存した氷晶量、および地形性滑翔に伴う下層での降水強化に強く依存する事が示唆された。短時

間強雨推定のニーズを考えた場合、GSMaPによる過大推定を補正・フィルターするために、マイ

クロ波散乱の上層散乱を修正するアルゴリズム改良が望まれる。 

山間部の冬季降水量には雨量計の捕捉率低下による大きなバイアスが含まれる。菅平サイト

にて現在天気計による長期降水形態観測を行い[3]、1 次元多層積雪モデルで再現された積雪量

に見合う修正降水量・未修正降水量と GSMaP_MVK/Gaugeの比較分析も行った。 
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